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デジタル・アート

学びの輪のサブ記事、デジタル・アート柱の下に位置する — 指揮者の道。参照：A.I.の存在論、物質の輪




区別：ハードウェア対スキル

物質の輪は「テクノロジー&ツール」を収める — デジタル世界の物質インフラストラクチャ：デバイス、サーバー、GPU、EMF管理、電話、ケーブル、マイニング・リグ、ダルマの下で管理・保全・統治されなければならない物質的対象。この柱は次の問いに答える：「私は何を所有し、どのように管理するのか」

デジタル・アートは異なる問いに答える：「これらの楽器をどのように熟達を持って用いるのか」この区別は、鍛冶場を所有すること（物質）と金属成形術を知ること（学び）の間の区別を反映している。惑星上で最高のハードウェアを所有する者でも、デジタル上識字のままでいることができる — ちょうど工具で満杯の作業場を所有しながら棚を作ることを知らない人のように。デジタル・アートは実践的スキルへの知的対応である：手が木、金属、土と働く場所で、デジタル職人はソフトウェア、データ、人工知能と働く。



人工知能は現在の時代を定義するツールである。調和主義的位置 — A.I.の存在論で十分に表明されている — はA.I.は存在論的に物質である：人間の知性によって組織されたシリコン、意識ではなく、魂ではなく、アートマンではない。それは人類史上最も強力な物質的楽器であり、すべての強力な楽器のように、その使用者から技能、識別力、倫理的方向付けを要求する。

A.I.と働く技能は真に新しい。それは歴史的先例を持たず、確立された教育学を持たない。プロンプト・エンジニアリング — 言語モデルと通信して正確で有用で高品質の出力を生み出す芸術 — は明確な思考、正確な言語、領域知識、反復的洗練を組み合わせた新興工芸である。それはプログラミングよりも修辞学に近い：実践者は自分が何を求めているか十分な特異性と文脈を持って明確に述べなければならず、出力が信頼できるかどうかを評価する判断を発展させなければならない。

調和主義的実践者は複数の次元にわたってA.I.識字を発展させるべきである。第一に、領域にわたって情報を統合し、情報源に質問を投じ、手作業の研究が数週間かかるだろうパターンを特定する研究楽器としてA.I.を使う能力。第二に、創造的協力者として — 草稿、洗練、框組みの生成、その後人間の心が編集判断を通じて昇格させる最初の段階を製造する。第三に、生産性倍数として — 反復的認知労働を自動化して、より高次の課題に注意を解放する。第四に、思考パートナーとして — A.I.との対話を使って思考を明確にし、議論に圧力をかけ、盲点を発見する。

識別力なく使われたA.I.は知的依存を生む：実践者は思考を停止し、認知を機械に外注する。出力は知識のように感じるが、生きた経験と真の反省だけが生む統合を欠く。調和主義はここでもすべてのツールダルマの下でのダルマに関して同じ立場を保つ：A.I.はダルマに仕える；それは魂の能力を取り替えない。実践者は認知主権を維持しなければならない — 独立して思考し、A.I.出力を批判的に評価し、ツールが彼ら自身の知性を強化対替っているかを認識する能力。





コンピュータとソフトウェア

A.I.以前には、コンピュータはすでに真の技能を要求する工芸領域であった。オペレーティング・システム、ファイル管理、キーボード流暢さ、ソフトウェア選択、ワークフロー設計、データバックアップとセキュリティ — これらは取るに足らない能力ではない。自分のコンピュータと効率的に働く者 — 摩擦を排除するために十分深くツールを知っている者 — あらゆるステップで自分のマシンと戦う者よりも根本的に異なるレベルの生産性で動作する。

調和主義はツール主権の開発を推奨する：あなたが依存するシステムを十分に理解して、あなたがそれらの支配下にないようにすること。これは表面相互作用を超えたレベルであなたのオペレーティング・システムがどのように動作するかを知ることを意味する。それは関数、プライバシー、調整に基づいて慎重にソフトウェアを選択することを意味する、最も人気があることに単に初期化するのではなく。それは暗号化、パスワード管理、および基本的なサイバーセキュリティを理解することを意味する — 専門家の追求としてではなく、デジタル自己防衛として、戦士の保護容量のスクリーン基本的同等物。

キーボードはデジタル領域の職人の主要手ツールである。タイピング速度と正確さは派手なスキルではないが、それらは力倍数である：毎分100単語で高精度でタイプしている者は、30で狩りペッキングしている者よりも根本的に異なる認知創造的流れで動作する。[Touch typing]、キーボード・ショートカット、およびテキスト拡張はデジタル職人に対して木工職人に対して何であるか鋭いのみ。





インターネット知識領域として

インターネットは同時に今まで組み立てられた最大のライブラリと構造された最大の気晴らしエンジンである。デジタル職人はそれを知識領域として — 意図性、識別力、および持続的思考に対して領域を敵対的にする注意収穫機械への抵抗をもって — 航行することを学ばなければならない。

探索識字は基礎的スキルである：正確な結果を生み出すクエリを構築する方法を知る、信頼性のための情報源を評価する方法、複数の参考資料にわたる請求を三角測量する方法。ブール演算子、サイト固有検索、学術データベース、アーカイブツール — これらはデジタル知識景観のナビゲーション楽器であり、ほとんどのユーザーはそれらを使用する方法を学んだことはない。

コンテンツ創成は主動的次元である：公開、デジタル存在を構築、単に消費者としてではなく生産者として知識経済に参加する容量。ウェブのための書き込み、ウェブサイト構築、デジタル資産管理、理解SEOと配布 — これらは現代の実践者が彼らが何か作業を世界にもたらすことを意図するなら必要とする実践的スキルである。調和の建築のビジョンは思考だけを通して人々に到達することはできない；それはデジタル・インフラストラクチャを要求し、そのインフラストラクチャはそれを構築と維持するスキルを要求する。

倫理的次元は同様に重要である。デジタル・プライバシー、データ主権、人のデジタル足跡の認識的管理、監視資本主義への抵抗 — これらは偏執的な懸念ではなく、生命の情報次元に適用されたダルマの次元である。調和主義的実践者は彼らが何のデータを生成するか、誰がそれを保有しているか、そしてそれが何のレバレッジを提供するか — そしてそれに応じて慎重に選択する — を理解するべきである。





注意の規律

デジタル・アートの最深の挑戦は技術的ではなく注意的である。スクリーンは — 意図的に、行動エンジニアリングのチームによって — 注意を捕捉して保有するように設計されている。通知、フィード、自動再生、無限スクロール — 現代のデジタル環境のあらゆる要素は従事のために最適化されており、これはそれが依存症のための丁寧な単語である。デジタル職人は対規律を発展させなければならない：スクリーンによって使用されることなくスクリーンを使用する容量。

これは直接臨在の輪に接続する。瞑想が培う注意の同じ質 — 意図的、持続的、主権的 — はデジタルツールを使用すること、そして自分自身を失うことなくそれらに使用する品質は必要とされる。静寂で20分座ることができない実践者は研究のためのインターネットを使用することができないだろう、それが2時間の反応的ブラウジングに引き込まれることなく。デジタル規律は注意的規律の表現であり、これは臨在の表現である。

実践的測定は重要である：通知管理、時間ブロック、仕事と娯楽環境の物理的分離、グレースケールとフォーカスモードの意図的使用。しかし、これらは足場である。実際の規律は内部である — 環境が提供するいくつのどのくらい気晴らしに関係なく、ここに注意を置くことを選択でき、そこに保有することができる心の培養。





サブ記事


	A.I.の存在論

	The Living Vault — 主権知識管理スタックとしてのObsidianとCowork







デジタル時代における認知主権

デジタル・アートの最深の挑戦は技術的な習熟ではなく認知主権である — デジタルツールを使用すること、そして自分自身を失うことなくそれらを使用する容量。これは臨在の輪とのデジタル・アートの交差である：瞑想が培う注意の同じ質はデジタル楽器によって消費されることなくそれらを使用するために必要とされた品質である。

スクリーンは、意図的に、行動エンジニアや神経科学者のチームによって、注意を捕捉して保有するために設計されている。あらゆる通知、あらゆる色選択、あらゆるアルゴリズム駆動フィードは従事を作り出すために最適化されており、これは依存症のための丁寧な用語である。携帯電話は抵抗不可能になるために設計されている。ソーシャル・メディアは強制的になるために設計されている。メールは絶え間ない応答を要求する緊急感を作り出すために設計されている。

デジタル実践者は対規律を発展させなければならない。これはデフォルト環境が深い注意に敵対的であるという認識で始まる。それは人のデジタル生活の慎重な設計を要求する：通知管理、時間境界、仕事と娯楽マシンの物理的分離、グレースケール・モードとフォーカス・ツールの使用。しかし、これらは足場である。実際の規律は内部である — 環境が提供するいくつのどのくらい気晴らしに関係なく、ここに注意を置くことを選択でき、そこに保有することができる心の培養。

これが臨在の輪が基礎的である理由である。静寂で20分座ることができない者は研究のためのインターネットを使用することができない、それが2時間の反応的ブラウジングに引き込まれることなく。瞑想を通じて持続的注意の容量を発展させた者は、デジタル領域に実行する注意的支配の基線を発展させる。





デジタル・ツール意図の拡張として

正しく使用されると、デジタルツールは本当の力倍数である。ブール探索クエリを構造化することを学んだ研究者、そしてどのように学術データベースに質問を投じるかを知っており、前の時代でのライブラリ仕事の数週間を取ったであろう情報にアクセスすることができる。A.I.を思考パートナーとして使用する執筆者は、24時間利用可能な協力者と一緒にアイデアを草稿、洗練、そしてストレステストすることができる。コンテンツ配布を理解する創造者はデジタル・インフラストラクチャなしでアクセスすることが不可能だったであろう聴衆に到達することができる。

キーは意図性である。ツールはあなたが意図的に選んだ目的に仕える場合ツールである。それはあなたの注意を他者によって設計された目的に向ける場合、それは気晴らしになる。デジタル実践者は彼ら実際に達成することを望む彼らが何を実際に達成することを望むかについて明確でなければならず、ツールがその目的に仕えるかどうかについて無情でなければならない。

これは、主要職人が物理的ツールに扱う様式でデジタル・ツールを扱うことを意味する。良い大工職人は彼ら金銭を知る、どのツールが何のタスクに右であるかを理解する、彼らを慎重に保ち、仕事が終わった場合、彼らを置く。彼らは金銭が必要な場合ハンマーを使用しておらず、彼らは無意味にツールを周りに波打たせない。デジタル実践者は同じ精度と規律でA.I.、コンピュータ、およびインターネットに接近するべきである。





データ識字基礎として

デジタル能力の過小評価された次元はデータを理解し、働く容量である。ほとんどの人はこの領域で完全に非識字である — 彼らはスプレッドシートを知的に読むことができない、彼らは相関と因果関係の間の違いを理解しない、彼らは意図的に誤解しているグラフによって影響を受けるが、彼らはデータがどこから来るか質問する方法を知らない。

基本的なデータ識字は含む：スプレッドシートを構築して読む方法を理解する、一般的な統計歪みを認識する、データ情報源の信頼性を評価する方法を知る、データが示唆的であるデータと結論的であるデータを理解する違いを知る、あなたがデータセットで見えていないかを質問する方法を知る。これらのスキルは決定を含むあらゆる領域で、いくそれを知ることはますます本質的である。

物質の輪のデータ&情報柱はデータがどのように倫理的に管理されるべきかを扱う。デジタル・アート柱はどのように読んでそれを知的に使用するかを扱う。一緒に、ますますデータ駆動世界で参加する能力、それなしで操作されることなく、彼らを創造する。





物質およびデジタルの収束

デジタル・アートの最終的次元はデジタル物質境界がますます透過性であることを認識することである。デジタルツールは物理的インフラストラクチャ（サーバー、電力グリッド、稀土類鉱物）で動作する。デジタルデータは物理メディアに保存される。デジタル通信は物理ネットワークを通じて発生する。デジタルが非物質的であると想像する者は現実から切り離されている。

これは重要であることは、デジタル仕事を調和の建築でより大きく位置付けるからである。コンピューティングは有意な電力を要求する；データセンターは環境的影響である。ツールの力能力を強力にする稀土類鉱物は抽出の人的費用を持つ。ダルマを真摯に取る者デジタル実践者は質問する：私が使用するデジタルツールの全费用は何か。彼ら製造のための労働条件は何か。彼らの環境足跡は何か。私はより良く私の値と調整して異なる選択をすることができるか。

これはデジタルツールを拒否する呼び出しではない — それらはますます本質的である。それはそれらの認識を使用する呼び出し、デジタル仕事が物質的結果を持つことを認識し、可能な場合に傷を最小化する選択をすることである。それはデジタル領域に適用されるダルマ的原則調和の建築の表現である。
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